
熊本県益城町
危機管理課⾧ 岩本武継

第６回 避難所・避難生活学会シンポジウム

令和３年１月２３日（土）第三部 コロナ禍での自治体の避難者対応

令和２年７月豪雨における益城町での
コロナ対策避難所の設営と運営

熊本地震直後の課題
ほぼ全ての住民が避難者になったため、避難所は大混乱。
大規模災害時における多くの課題が浮き彫りに。

度重なる余震の影響で、
青空避難者や車中避難者が

町内全域に存在。

避難者の全容把握は
非常に困難を極めた。

健常者が押し寄せたため、
要配慮者が福祉避難所を
利用できない事態に。

トレーラーハウスやユニット
ハウスを避難所として活用。

避難所（総合体育館）
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１.
感染症対策への取り組み
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熊本県でも新型コロナウイルス感染症が発生、
感染症対策が急務となる。

新型コロナウイルス感染症対策本部設置

• 第1回益城町新型コロナウイルス感染症対策調整会議開催（R2.2.2）
• 事態の進展に応じて、本部を設置する等、適時的確に会議を開催

避難所環境改善への取り組み

R2.4 新型コロナウイルス感染症対応事業継続計画 策定
新型コロナウイルス感染症対応マニュアル 策定

新型コロナウイルス感染症対応災害対策本部運営マニュアル 策定
新型コロナウイルス感染症対応避難所運営マニュアル 策定

R2.5

感染症対策に係る資機材整備

〇感染症対策・・窓口職員へのマスク配布、消毒液、窓口パーティションの配置
〇地方創生臨時交付金活用し、感染防護衣、段ボールパーティション等の整備



２.

感染症対応 各種訓練の実施
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新型コロナウイルス感染症防止対策罹患者発生時の対応訓練を実施。

〇避難所開設訓練
⇒指定避難所である広安小学校で、避難スペースの検討、健康管理を中心とし、課題の抽出。
〇職員罹患対策訓練
⇒施設の閉鎖、消毒、広報、再開に至る過程の訓練、規制線の設置、執務スペース消毒等

避難所環境改善への取り組み

R2.4.23

避難所開設訓練・新型コロナウイルス感染症対応職員罹患対策訓練 実施



３.

感染症対応避難所運営訓練
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新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営など、
感染症対応の取組みを実施中。

〇PPE着脱訓練 〇受付対応訓練
〇居住区対応訓練 〇生活空間対応訓練
〇体調不良者対応訓練〇車中避難者対応訓練

・段ボールパーティションにおける
飛沫感染防止シートの有効性の証明

・居住区指定による避難者の確認及び
居住区ゾーニングの有効性

・標準防護策の基準明確化
etc…

・新たな避難の在り方を住民へ周知
・職員の意識改革とその手法説明
・大規模災害発生時の感染対策
・災害対策本部での感染防止策の徹底
・災害時における医療体制と経済対策

etc…

避難所環境改善への取り組み

POINT
成果

課題

R2.5.24新型コロナウイルス感染症対応避難所運営訓練



４.

益城町が避難所運営で目指すこと
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「避難所の環境改革」を目標とし、「避難所環境改革TKB４８」を目指します。
⇒T（トイレ）K（キッチン食事の提供）B（ベッド居住空間）を４８時間以内に整備

• 避難所内での感染拡大防止に努めます！

• 運営者（職員・防災士・自主防・VO等）の感染防護策の徹底を図ります！
• 密を避け、避難所居住空間の分離確保（目標４㎡）と換気を目指します！

• 避難者の特性に応じた居住空間のゾーニングを図ります！
• 清潔区域と汚染区域の動線分離を図ります！
• 在宅避難者や避難所外避難者への情報提供や物資提供に配慮を行います！

• 災害情報や感染情報など的確で最新の情報提供に努めます！

• 熱中症対策と食中毒対策も併せて検討します！

• 多種多様な避難方法を平素から推奨します！

• 熊本地震の経験を活かします！

避難所環境改善への取り組み

POINT


